
環境市民プラットフォームとやま（略称：PEC とやま） 

設立趣意書 

 

産業革命が起こった18世紀以降、私たち人類は目覚しい産業の発展と経済成長、科学技術

の進歩等により、快適な暮らしを手に入れてきました。地球誕生から46億年、人類の歴史700年とい

われる中で、特に第２次大戦以降は、稀に見る速さで変化を加速させています。 

わたしたちが「発展」と呼ぶ変化の原資は、ほとんど全てが鉱物などの地下資源、水資源、森 

林資源や多様な生物など、地球に依拠する自然資源です。 

そのかけがえのない地球が今、地下資源の枯渇や生物多様性の喪失、地球温暖化による激しい 

気候変動などに見舞われていることは、多くの人が知っています。 

国連地球サミットでも、1992 年「アジェンダ 21」、2001 年「MDGs（ミレニアム開発目標）」、

2015年「持続可能な開発のための2030アジェンダ」＝「SDGs（持続可能な開発目標）」が世界

各国の賛同のもとに採択され、世界中の国や地域で、持続可能な地球社会の実現に向けた様々な

取り組みがはじまっています。 

 

日本でも政府は、経団連、経済同友会、SDGs市民社会ネットワーク、地球環境パートナーシッ

プ会議等と連携し、SDGsが目指す17の目標と169のターゲットの実現に向けた取り組みを、積極

的に推進しています。環境、健康と福祉、教育、人権、産業と技術革新、貧困と飢餓、平和など、

多岐に及ぶ分野を横断的につなぎながら、誰ひとり取り残さずに、持続可能な未来社会を構築し

ようとするものです。 

すでに、先進的なグローバル企業では ESG投資（環境、社会、企業統治に配慮している企 

業への投資）を呼び込むべく、SDGsを踏まえた事業展開へとシフトし始めています。しかしながら、

真に持続的な社会であるためには、国際的な取り組みにとどまらず、各地域の課題に根ざした身

近な取り組みと幅広いパートナーシップが求められます。 

 

「富山でもSDGsでつなぐ足元からの活動を活発にしていきたい」― 私たちはそのための情報

と人の交流基点として、「環境市民プラットフォームとやま」を設立します。 

未来社会をつくる若い人たちのパワーで、地域内外の調査や情報収集と発信を進め、地域   

のNGO・NPO や企業活動の、SDGsの取り組みを促進します。そのための研修や人材育成にも力を

注ぎ、市民社会全体のエンパワーメントを図ります。また学校や地域との連携を進め、次世代の

人づくりにもESD(持続可能な開発のための教育)の側面から注力していきます。 

「環境市民プラットフォームとやま」は、SDGsが目標年として掲げる2030年を一区切りとし

て、地域に根ざし、地域を超え、富山と世界をつなぐ地球市民のプラットフォームとして、持

続可能な未来社会の実現を目指し、ここに設立を発起するものです。 

 

２０１８年 ６月 

 

環境市民プラットフォームとやま設立発起人一同 

共同代表 島田 茂 

上坂博亨 

東澤善樹 

 

（文構成：本田恭子） 


